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税 務 相 談

会社、商店等の鰹営、経理問題

や、税務の問題について、専門の

税理士が相談に応じます。お気軽

にどうぞ。相談日…毎週金曜日/

午後1時~4時。区役所( 1階)

区民相談室。〈無料〉

区
役
所
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
る

1
0月
3
日
か
ら
作
業
を
開
始

区
で
は
、
仕
事
の
合
理
化
を
は
か
り
区
民
の
み
な
さ
ん
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
す
る
た
め
、
約
四
年
間
の
準
備
期
間
を

経
て
、こ
の
ほ
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
、モ
の
始
助
式
が
十

月
三
日
区
役
所
六
階
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
、
区
民
約

六
十
万
人
の
デ
ー
タ
を
記
憶
さ
せ
、
必

要
な
時
い
つ
で
も
そ
の
デ
ー
タ
を
取
り

出
せ
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。
記
憶

さ
せ
て
あ
る
デ
ー
タ
は
、
住
民
基
本
台

帳
・
年
金
・
国
民
健
康
保
険
・
永
久
選

挙
人
名
簿
な
ど
、
大
き
く
分
け
て
三
十

項
目
。
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
事
務
を

行
な
い
ま
す
と
、
た
と
え
ば
毎
年
一
月

に
行
な
う
住
民
基
本
台
帳
の
人
口
調
査

は
、
二
百
人
の
大
で
一
日
か
か
る
事
務

蠹
で
す
が
、
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使

う
と
三
時
間
で
終
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
气

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
は
、
廊
下

の
部
分
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
て
、
来
庁

者
弋

ご
希
望
の
方
に
は
い
つ
で
も
お

見
せ
し
ま
す
。
た
だ
し
、
団
体
で
説
明

員
の
必
要
な
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
区

役
所

情
報
処
理
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

テープを切る岡崎区長と藤来区議会議長|

作業を開始したコンピュータ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

処
理
さ
れ
る
お
も
な
仕
事

投
票
所
入
場
整
理
券
・
敬
老
金
支
給

通
知
・
就
学
通
知
番
・
老
人
健
康
診
査

通
知
書
・
納
税
通
知
一
・
各
種
統
計
・

年
金
関
係
通
知
書
・
国
民
健
康
保
険
関

係
通
知
一

穴

各
種
の
ア
ン
ヶ
I
ト
な

ど
で
す
。
な
お
、
こ
れ
に
と
も
な
い
、

み
な
さ
ん
に
差
し
上
げ
る
通
知
書
な

ど
が
、
カ
タ
カ
ナ
書
き
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
を
お
願
い
し
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
の

電
算
化
完
成

区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昨
今
の

人
口
流
入
に
伴
い
、
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
多
数
の
有
権
者
に
対
処
す

る
た
め
、
従
来
か
ら
遇
挙
人
名
簿
の
一

算
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
完
成
を
み
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て

、
今
ま
で
、
多
數
の

人
員
と
日
数
を
か
け
て
作
製
さ
れ
て
い

た
「
選
挙
人
名
簿
」
や
「
投
票
所
入
場

盤
理
券
」
が
、
少
数
の
人
員
と
日
数
に

よ
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
印
刷
さ
れ

ま
す
。

公
害
を
な
く
し

住
み
よ
い
町
づ
く
り

●
工
事
完
成
届
の提

出
を

都
で
は
、
工
楊
認
可
制
度
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度
で
は
、
工
事

完
成
届
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

工
場
設
置
(
ま
た
は
変
更
)
認
可
に
基

づ
く
工
事
か
完
成
し
て
か
ら
十
五
日
以

内
に
工
事
完
成
届
が
提
出
さ
れ
る
と
、

区
公
害
踝
で
は
十
日
以
内
に
、
認
可
書

通
り
に
工
事
が
完
成
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
検
査
し
、
適
格
な
場
合
に
は
、
認

定
一
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
認
定一

を

受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
、
認
可
を
受
け

た
施
設
の
使
用
は
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
四
月
以
降
工
場
認
可

を
受
け
た
工
場
で
、
工
事
完
成
届
を
提

出
し
て
い
な
い
場
合
は
、
所
定
の
工
事

完
成
届
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
至
急
区
公
害
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
認
可
工
場
の
表
示
板
を
掲
出

し
て
い
な
い
と
、
無
認
可
工
場
と
混
同

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
認
可

工
場
は
至
急
、
一
般
の
方
の
見
や
す
い

所
に
掲
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

に
役
所
公
害
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
悪
質
下
水
の

規
制
に
つ
い
て

堤
北
剖
の
截
7
冰
道
の
な
い
地
域
で

は
従
来
か
ら
都
公
害
局
・
に
公
害
課
に

よ
り
排
水
の
規
制
か
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
堤
南
都
の
都
下
水
道
地
域
に
つ

い
て
も
、
本
年
十
月
一
日
か
ら
重
金
属

な
ど
健
康
に
有
害
な
物
質
や
、
下
水
道

の
施
設
に
損
傷
を
与
え
る
下
水
を
基
準

値
を
越
え
て
排
水
し
ま
す
と
、
施
股
の

改
善
命
令
、
下
水
の
排
出
制
限
な
ど
の

措
置
を
都
下
水
道
局
が
と
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
排
水
を
都
下
水
道
に
排
出

し
て
い
る
事
業
者
の
み
な
さ
ん
は
、
基

串
値
を
堋
え
て
排
水
し
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
し
く
は
都
下

水
道
局
へ
。北
部
第
一
管
理
事
務
所
(

〇
一
T

四
六
ニ

ー

北
部
第
二
管
理

事
務
所

九
〇
六
一

二
四
一
一
。

ま
た
、
大
気
汚
染
防
止
法
、
水
質
汚

濁
防
止
法
が
改
正
さ
れ
、
十
月
一
日
か

ら
無
過
失
一

任
制
度
か
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

●
盛
土
資
金
の

利
用
に
つ
い
て

区
で
は
、
道
路
整
備

、
地
盤
沈
下
な

ど
の
た
め
、
降
雨
時
に
浸
水
す
る
た
め

土
盛
り
し
よ
う
と
す
る
方
に
、
そ
の
費

用
の
一
都
を
環
境
整
備
賢
金
と
し
て
お

貸
し
し
ま
す
。

▽
貸
付
賢
格

(
1
)
地
盤
沈
下
・
交
通
騒
音
等
発
生
源
を
　

直
接
規
制
す
る
こ
と
が
困
難
な
公
害

に
よ
り
、
現
に
被
害
兮
つ
け
て
い
る

(
2
)
区
内
に
引
き
続
き
一
年
以
上
居
住
し
　

て
い
る

(
3
)
自
己
賢
金
の
み
で
は
、
被
害
を
防
ぐ
　

こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
返
済
能

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

(
4
)
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
あ
る
こ
と

(
5
)
特
別
区
民
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

▽
貸
付
条
件

(
1
)
貸
付
金
額
　
1
件
に
つ
き
五
〇
万
円
　

以
内

(
2
)
貸
付
利
息
年
利
三
・
六
五
%
(
た
　

だ
し
、
す
え
置
期
間
は
無
利
子
)

(
3
)
貸
付
期
間
　
す
え
置
期
間
六
か
月
経
　

過
し
た
後
三
年
以
内

な
气

申
込
用
紙
の
請
求
と
問
い
合

わ
せ
は
、
区
役
所
公
害
課
へ
ど
う
ぞ
。

図
書
館
の
ご
利
用
を

1
0月
2
7日
か
ら
読
書
週
間

食
欲
の
秋
・
読
書
の
秋
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
秋
に
な
る
と
す
が
す
が
し
い

気
分
に
な
り
、
か
ら
だ
も
快
調
に
な
る

も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、

テ
レ
ビ
な
ど
に
よ
る
「
叉
け
身
の
余
暇
」

か
ら
抜
け
出
す
絶
好
の
機
会
で
す
。

十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
九
日
ま

で
の
十
四
日
間
、
眺
一
週
間
と
な
り
ま

す
。
こ
の
「
週
間
」
は
、
出
版
文
化
の

向
上
と
読
書
意
欲
・
愛
書
精
神
の
高
揚

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

本
に
親
し
み
、
読
一

の
楽
し
さ
を
味
わ

っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

区
内
の
各
図
書
館
で
は
区
民
の
皆
さ

ん
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

忿
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
図
書
館
の
規
模
概
況

区
内
に
は
中
央
図
番
館
を
は
じ
め
、

六
か
所
に
図
書
館
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
概
況
は
下
図
の
一
覧
表
の
と
お
り
で

す
。
施
設
と
し
て
は
、
一
般
室
、
児
童

室
、
新
聞
雑
誌
=
I

ナ
ー
が
あ
り
、
中

央
図
書
館
に
は
、
そ
の
ほ
か
に
郷
土
賢

料
室
、
レ
コ
ー
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
フ

ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

■
図
書
館
を
利
用
す
る
に
は

館
内
で
閲
覧
す
る
場
合
は
、
受
付
で

入
館
票
を
受
け
と
り
、
何
冊
で
も
自
由

で
す
が
、
自
宅
や
、
会
社
な
ど
館
外
へ

持
ち
出
し
て
読
み
た
い
場
合
は
貸
出
カ

ー
ド
が
必
要
で
す
。貸
出
カ
ー
ド
は
、

身
分
証
明
書
、免
許
証
、(
ガ
キ
な
ど

身
分
を
証
明
す
る
も
の
を
持
っ
て

、
受

付
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
館

外
へ
の
貸
出
は
一
回
二
冊
ま
で
で
す
。

■
読
書
週
間
行
事

中
央
図
一
館
で
は
読
書
週
間
に
ち
な

ん
で
、
次
の
行
事
を
行
な
い
ま
す
。

□
写
真
展
　
「国
宝
塔
を
尋
ね
て
」高
梨

英
夫
氏
、十
月
二
十
七
日
・
二
十
(
日

午
前
九
時
?
午
後
五
時

□
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
　
十
月
二
十
(

日
(
土
)
午
後
二
時
I
リ
ゴ
レ
'
卜
□

講
演
　
十
一
月
四
日
(
土
)
午
後
二

時
「
私
の
作
品
に
つ
い
て
」
児
童
文
学

者
神
沢
利
子
氏
・
十
一
月
十
一
日
　
(

土
)
午
後
二
時
「
塔
の
構
造
に
つ
い

て
」
高
梨
英
夫
氏

□
映
画
　
十
月
二
十
九
日
(
日
)
午
前

十
時
、
午
後
二
時
I
快
獣
戦
争
・
十
一

月
五
日
(
日
)
午
前
十
時
、
午
後
二
時

I
巨
人
の
匣

区 立 図 書 館 一 覧

区 内 施 設 見 学 会
へ の お 誘 い

区
制
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、
区
で
は
去
る

九
月
末
、
区
内
の
お
と
し
よ
り
を
招
き
、
区
内

の
史
助
を
咋
心
と
す
る
施

設
見
学
会
を
行
な
い
、
大

変
好
評
で
し
た
。

次
回
の
施
設
見

学
会

は
、
左
配
の
と
お
り
行
な

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

①
参
加
資
格
　
区
内
在
住

の
方

②
日
時
　
十
一
月
二
十
(
　

日
(
火
)
十
一
月
二
十

九
日
(
水
)
午
前
九
時
三
十
分
ま
で
に
、
区

役
所
前
集
合

午
後
三
時
三
十
分
解
散
予
定

③
見
学
コ
ー
ス
　
川
田
橋
排
水
場
-
中
央
図
一
　

館
-
文
化
会
館
・
体
育
館
!
足
立
清
掃
工
場

1
舎
人
氷
川
神
社
1
西
　

都
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

ー
西
新
井
駅
前
(
解
　

散
)

④
定
員
　
一
日
二
十
名
　

計
四
十
名

⑤
申
込
方
法
　
区
役
所
広

報
課
広
聴
担
当
へ
、
電

話
ま
た
は
直
接
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
定
貝
に

な
り
次
第
、
締
切
り
ま

す
。

⑥
参
加
費
　
無
科

写
真
は
第
一
回
施
設
見
学
会
(
易
行
院
)

区民福祉センターだより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
ター

東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
　
六
〇
五
一
七
一
〇
一

■
第
四
回
セ
ン
タ
ー
文
化
祭
　
十
一
月
十
日
(
金
)
?
十
二
日
(
日
)

各
趣
味
の
教
室
な
ど
の
作
品
展
示
会

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
　
十
一
月
十
(
日
(
土
)
午
後
二
時

■
百
人
一
首
練
習
会
　
十
一
月
十
(
日
(
土
)
午
後
三
時
小
学
生

が
対
象

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

関
原
二
丁
目
一
〇
上
O
　

八
八
九
-
一
四
八
四

■
文
化
祭
　
十
月
二
十
九
日
(
日
)
?
十
一
月
一
日
(
水
)
セ
ン

タ
ー
の
あ
ゆ
み
、
絵
画
展
、
不
思
議
な
世
界
、一

道
と
生
活
晨

■
映
画
会
　
十
月
二
十
二
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
・
三
時
さ

ぱ
く
の
宝
物
・
笛
ふ
き
岩
・
海
底
少
年
マ
リ
ン

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
　
十
月
二
十
五
日
(
水
)
午
後
二
時

■
ゲ
ー
ム
と
ク
イ
ズ
　
十
月
二
十
七
日
(
金
)
午
後
二
時
三
十
分

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

鹿
浜
二
丁
目
二
四
-
二
　

八
九
七
-
五
〇
一
六

■
お
た
の
し
み
か
い
　
十
月
二
十
九
日
(
日
)
午
後
二
時
人
形
劇

「
お
の
を
も
っ
た
お
い
し
や
さ
ま
」

■
映
画
会
　
十
月
二
十
二
日
(
日
)
・
・
・
た
ぬ
き
さ
ん
大
当
り
ほ
か

二
十
九
日
(
日
)
・
止
び
き
の
お
と
な
り
さ
ん
ほ
か
十
一
月
五
日

(
日
)
・
・
･
お
じ
ぞ
う
さ
ま
の
き
ず
ほ
か
時
間
は
、い
ず
れ
も
午
後

二
時

■
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
　
十
月
二
十
こ
日
(
日
)
午
後
二
時

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

千
住
元
町
二
四
-
一
　

八
八
二
-
二
七
六
五

■
老
人
の
素
人
演
芸
会
　
十
月
二
十
五
日
(
水
)
午
前
十
時
区

内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方

申
込
み
は
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
へ

(
当
日
は
お
風
邱
を
わ
か
し
ま
す
。)

■
民
謡
教
室
　
十
月
二
十
六
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分

■
映
画
会
　
毎
週
日
曜
日
午
後
一
時
三
十
分

<
各
セ
ン
タ
ー
と
も
、
月
躙
日
は
休
館
日
で
す
>

警
視
庁
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

〝レ
ス
キ
ュ
ー
一
一

〇
〟

こ
の
ほ
ど
警
視
庁
の
機
動
隊
と
特
科

車
両
隊
の
申
に
レ
ス
キ
ュ
ー
一
一
〇
　
(

い
ち
い
ち
ま
る
)
部
隊
が
誕
生
し
ま

し
た
。
水
難
事
故
、
生
き
埋
め
事
故
、

交
通
事
故
な
ど
に
出
助
し
て
活
躍
し
て

お
り
ま
す
が
そ
の
仕
組
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す

。

◎
レ
ス
キ
ュ
ー
一
一
〇
と
は

レ
ス
キ
ュ
ー
一
一
〇
と
い
う
の
は
、

「機
動
救
助
隊
」
「水
難
救
助
隊
」の

愛
称
で
、
一
一
〇
番
の
通
報
に
よ
っ
て

救
助
に
向
う
都
隊
の
こ
と
で
す
。
現
在

こ
れ
ら
の
救
助
は
消
防
庁
の
救
助
隊
と

現
場
の
警
察
官
と
が
協
力
し
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。

今
回
発
足
し
た

ぶ

ス
キ
ュ
ー
一
一
9

は
機
励
隊
の

中
で
専
門
的
な
知

職
、
技
能
、
装
備
を
も
っ
た
救
助
専
従

都
隊
を
編
成
し
て
、
い
ち
早
く
事
故
現

場
に
か
け
つ
け
消
防
救
助
隊
と
協
力
し

て
一
人
で
も
多
く
の
人
を
救
う
た
め
に

股
け
た
も
の
で
す
。

◎
こ
ん
な
と
き
に
は
一
一
〇
番
を

レ
ス
キ
ュ
ー
一
一
〇
は
次
の
よ
う
な

事
故
が
起
き
て
、人
を
助
け
た
り
、行
方

不
明
者
を
探
し
た
り
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
と
き
に
一
一
〇
番
で
通
報
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、い
つ
で
も
出
動
し
ま
す
。

一
　
人
が
川
へ
落
ち
た
と
き
、舟
が

転
覆
し
た
と
き

二
　
電
車
事
故
や
囃
勦
車
な
ど
の
交

通
事
故

三
　
窶
く
ず
れ
や
工
事
場
の
事
故

四
　
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
に
閉
じ
こ
め

ら
れ
た
と
き

五
　
ガ
ス
中
毒

六
　
地
震
、雷
な
ど
の
自
然
災
害

七
　
火
薬
な
ど
の
爆
発
事
故

八
　
地
下
街
、高
層
ビ
ル
等
の
火
災

九
　
そ
の
他
の
事
故

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎886- 3165　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7101西部福祉事務所897- 5011
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家

庭
老
人
家
庭
奉
仕
員

制
度
の
活
用
を

老
人
家
庇
奉
仕
員
は
区
内
の
各
福

祉
事
務
所
に
配
置
さ
れ
て
い
て
、
対

乖
家
庭
の
老
人
を
毎
日
訪
問
し
て
い

ま
す
。
そ
の
仕
事
の
内
容
は
①
老
人

の
話
し
相
手
に
な
る
②
生
活
上
の
相

陝
を
受
け
た
り
、
助
言
な
ど
を
す
る
③

そ
う
じ
や
せ
ん
た
く
な
ど
の
身
の

回
り
の
世
話
を
す
る
な
ど
が
主
な
も

の
で
、
訪
問
は
一
ぽ
帯
に
対
し
、
遍

一
丕
一
回
で
す
。

こ
う
し
た
居
庄
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
の
は
、

老
衰
や
心
身
の
障
害
な
ど
に
よ
っ

て
日
篇
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
低
所
得
世
帯
の
老
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
骸
当
す
る
方
で
す
。

①
介
護
す
る
人
が
い
な
い

②
家
族
が
病
弱
な
ど
の
た
め
、十
　

分
な
介
麗
を
し
て
も
ら
え
な
い

こ
と
に
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
老

人
は
不
安
や
孤
独
を
感

じ
る
も
の
で
す
。そ
の

た
め
に
も
、派
遣
の

対
象
に
な
る
方
は
還
慮

な
く
お
申
出
く
だ
さ
い
。

ま
た
、こ
れ
と
は
別

に
、重
症
心
身
障
害
者
　
(

児
)
に
対
す
る
家
庭

奉
仕
員
制
度
も
あ
り
ま

す
。問

い
合
わ
せ
と
申
請

先
は
、
も
よ
り
の
福
祉

事
務
所
へ
。

―
寝
た
き
り
老
人
に
―

老
人
福
祉
手
当
を
支
袷

十
月
か
ら
、
老
人
福
祉
手
当
制
度

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

『
寝
た
き
り
』
の
状
態
に
あ
る
六
十

五
歳
以
上
の
方
に
、
月
順
三
千
円
を

支
給
し
、
そ
の
生
活
上
の
負
担
を
少

し
で
も
軽
減
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。受

給
の
対
象
は
、
六
か
月
以

上

「
寝
た
き
り
」
の
状
態
か
続
き
、
本

人
の
所
得
税
や
住
民
税
が
非
課
税
の

方
で
す
。
た
だ
し
、
老
人
福
祉
法
に

よ
る
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入

所
し
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

で
は
、
こ
こ
で

い
う
「
寝
た
き

り
」
と
は
、
ど
ん
な
状
態
を
さ
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
す
、一
日
中
床
に
つ
い
て
い
る

事
が
多
く
、起
き
て
い
る
時
間
が
約

三
時
閥
以
内
と
い
う
要
件
が
必
要
で

す
。さ
ら
に
、食
事
・
入
浴
・
排
便

な
ど
の
日
常
生
活
に
他
人
の
助
け
を

必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
方
は
、

「
寝
た
き
り
」
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
の
問
い
合
わ
せ
と

申
請
先
は
、区
役
所
老
人
助
成
係
へ
。

一
日
生
活
教
室

日
時
―
十
月
二
十
三
日
(
月
)
午
後

一
時
三
十
分
I
二
時
三
十
分

会
場
―
錦
糸
町
駅
前
江
東
デ
パ
ー
ト

三
階

テ
ー
マ
―
く
ら
し
を
守
る
正
し
い
表

示
申
込
方
法
―
直
接
ま
た
は
電
話
で

申
込
先
―
東
京
都
消
費
生
活
対
策
室

消
費
者
セ
ン
タ
ー
江
東
支
所

墨
田
区
江
東
橋
四
丁
目
二
六
-
五

六
三
五
-
○
九
一
四

奉仕員の訪問に二コニコ顔のおじいさん

足
立

の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
1
4
)

―
掃
部
宿
そ
の
四
―

勝

山
準

四

郎

宿
の
鎮
守
氷
川
神
社
は
、幕
府
作
成
の
新
編
武

蔵
風
土
記
稿
(
文
政
十
一
年
成
立
)
に
「別
当
は

一
丁
目
不
動
院
。社
中
に
本
地
仏
観
音
を
安
す
。

こ
の
像
は
元
石
出
掃
都
介
が
遠
州
よ
り
本
木
村
に

持
来
り
て
守
鍵
仏
と
せ
し
を
、後
又
こ
こ
へ
移
し

て
氷
川
社
に
杞
る
と
云
。社
の
傍
に
躓
城
院
と
い

へ
る
修
験
(
山
伏
)
住
せ
り
。末
社
、三
峯
社
、

弁
天
社
、稲
荷
社
、天
神
社
云
々
」と
配
録
さ
れ

て
い
る
。守
護
仏
と
か
修
験
と
か
神
仏
混
淆
(
こ

ん
こ
う
)
の
世
の
‘様
子
を
示
し
て
い
る
。

時
代
は
下
る
か
明
治
四
十
三
年
二
月
発
行
の
東

京
名
所
図
絵
(
原
本
風
俗
画
報
)
に
は
、当
社
の

そ
の
嗔
の
姿
が
、か
な
り
く
わ
し
く
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
「入
口
玉
垣
の
両
石
柱
に
、寄
附
し
奉

る
当
社
表
門
地
址
石
垣
等
造
立
の
旨
趣
は
、町
内

安
全
と
川
魚
業
面
々
の
賄
処
(
ま
か
な
い
と
こ
ろ

I
勝
手
方
-
ふ
と
こ
ろ
具
合
)
永
桃
繁
栄
を
祈
る

所
な
り
(
原
文
漢
文
体
)
と
あ
り
、俗
に
し
て
か

え
っ
て
面
白
し
。
…
…
中
略
…
…
石
の
鳥
居
を
く

ぐ
れ
ぱ
右
に
池
あ
り
そ
の
中
鳥
に
弁
天
褐
を
安
一

す
。
正
面
拝
殿
に
千
木
を
上
げ
、
氷
川
神
の
扁
額

を
掲
ぐ
。
正
二
仗
行
権
大
納
言
藤
原
朝
臣
公
囗
の

薯
各
あ
る
を
認
ひ
…

…
……
中
略
…
…
…
獎
内
に

銀
杏
松
樹
の
老
木
林
立
し
自
ら
膺
粛
た
り
」
と
あ

り
目
に
見
え
る
よ
う
な
番
き
か
た
で
あ
る
。
今
は

池
も
な
い
し
、
老
木
林
立
と
は
言
い
か
ね
る
か
、

社
前
に
供
え
ら
れ
た
手
洗
、灯
籠
、天
水
桶
に
も
、

豪
商
の
多
か
っ
た
掃
部
宿
の
お
も
か
け
が
し
の
ぱ

れ
る
感
じ
が
あ
る
。
な
匐
、
書
出
し
の
石
柱
は
入

口
の
右
側
に
二
本
並
ん
で
立
っ
て
い
る
が
、
現
在

の
形
か
ら
は
何
で
あ
っ
た
の
か
判
じ
も
の
の
よ
う

で
わ
か
ら
な
い
。
上
郎
に
『
再
』
と
「
鏤
J
が
一

宇
づ
つ
刻
ま
れ
、
側
面
に
「
惟
時
文
化
十
癸
酉
年

九
月
」「
寄
附
者
世
話
人
徳
鳥
屋
新
蔵
、中
田
屋
忠

七
、上
町
下
町
若
者
中
」の
文
事
が
腕
み
と
れ
る
。

文
面
か
ら
当
時
町
内
に
多
か
っ
た
川
魚
問
屋
が

主
に
な
っ
て
献
納
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
当
社
の
歴
史
を
語
る
記
念
物
で
あ
る
。

本
殿
の
左
側
に
関
屋
天
神
が
並
ん
で
孥
ら
れ
て

い
る
。以
前
は
も
っ
と
西
の
方
に
東
面
し
て
鏤
立

さ
れ
て
い
た
が
、社
務
所
の
新
築
工
事
で
今
の
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。こ
の
お
富
は
も
と
も
と

そ
の
名
の
通
り
関
屋
の
里
に
祭
ら
れ
て
い
た
も
の

で
あ
る
。前
の
風
土
肥
稿
に
も
関
屋
塚
の
項
に
「小

名
関
屋
の
内
に
あ
り
名
主
庄
左
衛
門
が
持
な
り
。

古
は
こ
の
辺
す
べ
て
茅
野
な
り
し
か
今
智
水
田
と

な
れ
り
。塚
の
大
き
さ
二
十
歩
(
坪
)
ば
か
り
、

高
さ
三
尺
余
の
所
の
み
除
地
(
免
税
)
に
し
て
わ

す
か
に
形
を
存
せ
り
。
β
項
ま
で
天
神
桐
あ
り
て

関
屋
天
崗
官
と
号
す
。
ま
た
、
塚
辺
の
芦
皆
片
葉

な
る
を
も
っ
て
片
栗
の
天
神
と
も
称
せ
り
。
今
は

氷
川
社
地
に
移
し
、
跡
の
印
に
小
褐
を
建
つ
」
と

来
歴
を
述
べ
て
い
る
。
文
中
の
「
近
頃
ま
で
」
が

い
つ
の
頃
な
の
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
さ
ら

に
こ
の
風
土
稿
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
頃
出
版
の
江
戸

名
所
図
絵
第
十
九
巻
に
も
、
こ
の
関
屋
天
神
図
が

載
っ
て
い
る
。

水
川
境
内
の
片
隅
に
あ
る
小
褐
を
関
屋
天
神
と

脱
明
し
て
写
し
た
も
の
で
、
図
で
は
梅
林
に
か
こ

ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
図
や
題
名
か
ら

す
る
と
氷
川
様
は
庇
を
借
し
て
母
屋
を
と
ら
れ
た

よ
う
な
感
が
す
る
。
当
時
の
文
人
た
ち
の
歌
枕
関

屋
の
里
に
対
す
る
心
情
を
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
こ
の
項
つ
づ
く
)

掃都宿の鎮守、氷川神社

〈
第
2
2回
足
立
区
文
化
祭
〉

展
示
会
や
芸
能
大
会
な
ど

朝
夕
は
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
、
街

路
樹
に
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
と
き
に
は
、
あ
わ
た

だ
し
い
生
活
を
は
な
れ
て
絵
画
や
華
道

な
ど
を
鑑
賞
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

区
と
区
教
育
委
員
会
・
区
文
化
団
体

連
合
会
で
は
、芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し

い
彌
し
を
次
の
よ
う
に
開
き
ま
す
。お

気
軽
に
ご
参
加
・
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

な
お
、前
夜
象
を
十
月
二
十
(
日
　
(

午
後
四
時
?
(
時
)
に
区
文
化
会
館

で
闘
催
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
区

教
育
委
員
会
文
化
係
へ

。

《
総
合
展
示
会
》

□
手
芸
・
写
真
　
日
時
-
十
一
月
一
日

I
二
日
午
前
九
時
?
午
後
六
時
(
た

だ
し
三
日
は
午
後
三
時
ま
で
)

会
場
-

区
産
業
振
興
館

□
書
道
・
水
石
　
日
時
-
十
一
月
四
日

ヱ
(
日
午
前
九
時
?
午
後
六
時
(
た

だ
し
六
日
は
午
後
三
時
ま
で
)

会
場
-

区
産
業
振
興
館

□
茶
道
・
華
道
　
日
時
-
十
一
月
七
日

～
九
日
午
前
九
時
?
午
後
六
時
(
た

だ
し
九
日
は
午
後
三
時
ま
で
)

会
場
I

区
産
業
振
興
館

□
日
本
画
・
洋
画
・
彫
塑
　
日
時
-
十
　

一
月
十
日
?
十
二
日
午
前
九
時
?
午

後
六
時
(
た
だ
し
十
二
日
は
午
後
四
時

ま
で
)

会
場
丿
区
産
業
振
興
館

《
芸
能
大
会
》

□
民
謡
<
瑞
穂
の
会
>
　
日
時
-
十
一

月
三
日
(
金
)
午
前
九
時
?
午
後
九
時

会
場
-
区
産
業
振
興
館

□
民
謡
<
民
謡
団
体
連
盟
>
　
日
時
-

十
一
月
五
日
(
日
)
午
前
九
時
?
午
後

九
時

会
場
-
区
文
化
会
館

□
民
踊
<
民
踊
連
盟
>
　
日
時
-
十
月

二
十
九
日
(
日
)
午
前
十
時
~
午
後
四

時

会
場
-
区
産
業
振
舞
館

□
洋
舞
踊
<
洋
舞
踊
団
体
>
　
日
時
-

十
月
二
十
九
日
(
日
)
午
前
十
時
?
午

後
五
時

会
場
-
区
文
化
会
館

□
邦
楽
舞
踊
<
邦
楽
舞
踊
連
盟
>
　
日

時
-
十
一
月
三
日
(
金
)
午
前
十
時
?

午
後
五
時

会
場
1
区
文
化
会
館

□
吟
詠
<
吟
詠
連
盟
>
　
日
時
一
十
一

月
四
日
(
土
)
午
前
九
時
、″
午
後
九
時

会
場
1
区
産
業
振
興
館

□
謡
曲
大
会
<
謡
曲
連
盟
>
　
日
時
-

十
一
月
五
日
盾
)
午
前
九
時
?
午
後

九
時

会
場
I
区
腎
年
館

□
総
合
芸
能
<
と
く
さ
会
>
　
日
畤
一

十
一
月
十
一
日
(
土
)
正
午
~
午
後
九

時

会
場
-
区
産
業
振
興
館

《
各
種
大
会
》

□
短
歌
大
会
<
足
立
歌
人
ク
ラ
ブ
>
　

日
時
-
十
一
月
三
日
(
金
)
午
後
一
時

～
午
後
五
時

会
楊
-
区
青
年
館

□
囲
碁
大
会
<
日
本
棋
院
足
立
支
都
>
　

日
時
一
十
一
月
三
日
(
金
)
午
後
一
時
?

午
後
七
時

会
錫
―
私
立
中
条
幼
稚

園□
俳
句
大
会
<
足
立
区
俳
句
連
盟
>
　

日
時
-
十
一
月
三
日
(
金
)
正
午
?
午

後
六
時

会
場
-
そ
ば
久
別
館

□
将
棋
大
会
<
日
本
将
棋
連
盟
足
立
支

部
>
　
日
時
一
十
一
月
五
日
(
日
)
午

前
十
時
?
午
後
九
時
会
場
1
正
和
ク

ラ
ブ

□
社
交
舞
踏
大
会
<
舞
踏
連
盟
>
　
日

時
1
十
一
月
十
(
日
(
土
)
午
後
六
時

～
午
後
九
時

会
場
-
区
産
業
振
興
館

■
立
入
り
測
量
に
ご
協
力
を

花
畑
川
改
修
に
と
も
な
い
、平
面
図
・

縦
・
横
断
面
図
を
作
成
す
る
た
め
、

両
岸
道
路
に
面
し
た
民
地
側
で
河
川
測

蠹
を
行
な
う
の
で
、
民
地
立
入
り
の
眼

は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
勿
、
立
入
り
の
際
は
、
東
京
都
江

東
治
水
事
穆
所
長
名
の
証
明
一

を
持
参

し
ま
す
。

期
間
-
十
二
月
末
日
ま
で

■
身
体
障
書
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
に
お
酬
い

福
祉
事
務
所
で
は
、
身
体
に
障
害
の

あ
る
方
の
援
護
を
す
す
め
る
た
め
に
、

更
生
指
導
台
帳
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
障
害
者
手
帳
の
住
所
と
現
在

の
住
所
が
違
っ
て
い
る
方
は
、
現
在
の

住
所
を
管
轄
す
る
福
祉
事
務
所
へ
お
届

け
く
だ
さ
い
。

第
一
回
区
政
モ
ニ
タ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
ま
る

今
年
度
初
め
て
設
け
ら
れ
た
区
政
モ

ニ
タ
ー
の
第
一
回
ア
ン
ケ
ー
ト
か
こ
の

ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。質
問
の
テ
ー

マ
は
、
生
活
環
境
、
公
共
施
設
、
住
民

参
加
、
区
へ
の
要
望
の
四
項
目
で
す
。

一
、
生
活
環
境
に
関
す
る
問
題
点
と
し

て
は
、
「
文
化
教
育
施
股
が
立
ち
お
く

れ
て
い
る
」
と
し
た
方
が
三
(
・
三
妬

で
最
も
多
く
、
次
に
「
水
は
け
が
悪

い
」
二
五
・
五
%
、
三
番
目
か
「
交
通

事
情
か
危
険
で
あ
る
」
「
公
園
・
緑
地

が
少
な
い
」
「
公
害
に
悩
ま
さ
れ
る
」

で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
三
・
四
%
で
し
た
。

ま
た
生
活
環
境
が
「
悪
い
」
と
し
た

方
の
理
由
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
公
客
の

た
め
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
、
公
共
施
般
の
う
ち
、
一
番
利
用
さ

れ
て
い
る
の
は
、
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

四
四
・
七
%
、
二
番
目
は
体
育
館
四
〇
・

四
%
、
三
番
目
が
図
一
館
三
六
・
二
%

の
順
位
で
す
。

三
、
住
民
参
加
に
つ
い
て
の
質
問
に
対

し
て
は
、
非
常
に
熱
心
な
ご
意
見
が
よ

せ
ら
れ
、
モ
ニ
タ
ー
制
度
が
で
き
た
こ

と
で
、
あ
る
程
度
住
民
参
加
が
可
能
に

な
っ
た
と
考
え
る
方
が
匸
一
人
(
二
五
・

五
%
)
あ
り
ま
し
た
。

四
、
最
後
に
区
へ
最
も
望
む
対
策
と
し

て
は
、
公
書
防
止
対
策
が
卜
'
プ
の
二

三
・
四
%
、
次
い
で
下
水
道
対
策
・
青

少
年
対
策
か
一
七
・
〇
%
、
三
番
目
が

交
通
安
全
対
策
の
一
四
・
九
%
で
し

た
。な

お
、
こ
の
結
果
は
、
今
後
の
事
業

計
画
等
に
も
盛
り
込
み
、
効
果
的
な
区

政
の
推
進
を
図
る
た
め
の
貴
重
な
賢
料

と
い
た
し
ま
す
。

住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る

郵
便
貯
金

傭
棕
に
親
し
ま
れ
て
い
る
麌
便
貯
金

は
、
皆
様
の
く
ら
し
に
関
係
の
深
い
住

宅
・
病
院
・
学
校
の
建
設
、
申
小
企
業

の
近
代
化
な
ど
、
身
近
な
生
活
の
充
実

に
大
変
役
だ
っ
て
い
ま
す
。
当
足
立
区

に
も
約
(
千
万
円
が
融
賢
さ
れ
、
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
大
き
な
勵
き
を
し
て

い
ま
す
。

郵
政
省
で
は
、大
蔵
省
、自
冶
省
な
ど

関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
「
住
み
よ
い

社
会
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
奨
励
連
動
」

を
十
月
一
日
か
ら
全
国
い
っ
せ
い
に
行

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
助
は
、
庄
み

よ
い
町
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
郵
便
貯
金
を
、
皆
様
に
い
っ
そ
う
ご

理
解
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

工
事
予

定

舗
装
工
事

▼
江
北
四
丁
目
五
か
ら
六
番
先
ほ
か
I

か
所
・
・
・
四
十
(
年
一
月
九
日
ま
で

▼
斬
田
一
丁
目
二
か
ら
七
番
先
ほ
か
二

か
所
…
四
十
【

年
一
月
十
九
日
ま
で

▼
平
野
】
丁
目
一
七
か
ら
一
(
番
先
ほ

か
二
か
所
・
・
・
十
二
月
二
十
四
日
ま
で

▼
梅
田
五
丁
目
二
八
か
ら
関
原
一
丁
目

五
番
先
E
十
二
月
七
日
ま
で

水
路
葢
掛
工
事

▼
梅
田
七
丁
目
二
二
か
ら
二
〇
番
先
・
・
・

十
二
年
十
四
日
ま
で

水
路
改
修
工
事

▼
西
伊
興
町
三
七
番
地
先
・
・
・
十
二
月
九

日
ま
で

防
護
柵
設
置
工
事

▼
六
木
町
一
〇
九
〇
番
地
先
ほ
か
一
か

所
・
・
・
十
】
月
二
十
四
日
ま
で

部

落
問

題

の

理
解
の
た
め
に
(
3
)

部
落
差
別
と
私

私
は
福
岡
県
の
あ
る
都
落
で
靴
屋

の
次
男
と
し
て
貧
困
と
差
別
の
中
で

育
っ
た
。
私

が
小
学
校
六
年
生
の

時
、
社
会
科
の
時
間
に
担
任
の
先
生

か
ら
「
歴
史
を
学
ん
で
の
感
想
」
と

い
う
作
文
を一

か
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
私
は
江
戸
時
代
に
士
農
工
商
と

い
う
身
分
制
度
を
つ
く
っ
た
の
は
許

せ
な
い
と
書
き
ま
し
た
。
こ
の
頃
か

ら
私
は
都
落
差
別
を
は
っ
き
り
と
自

覚
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

し
て
中
学
を
卒
業
す
る
時
、
地
元
の

大
企
業
の
入
社
賦
験
を
受
け
た
の
で

す
が
ヽ
学
科
試
験
に
合
格
し
な
が
ら

身
元
い
I
"査
で
不
採
用
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
事
が
私
の
将
来
を
決
め
る

一
つ
の
契
機
と
な
り
、
部
落
民
の
解

放
と
民
主
主
義
の
実
現
の
た
め
に
法

律
家
と
し
て
の
道
を
選
択
し
た
の
で

す
。
以
後
昼
間
働
き
な
が
ら
夜
学
に

通
い
昨
年
の
四
月
か
ら
弁
護
士
に
な

り
ま
し
た
。
足
立
区
に
お
い
て
も
数

万
の
部
落
の
兄
弟
が
貧
困
と
差
別
の

中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
ま
た
部
落

民
で
な
い
人
達
も
生
活
の
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
差
別
と
苦
し
み
を
か
か
え
て

い
る
の
が
現
実
で

あ
る
と
思
い
ま

す
。
と
も
に
連
帯
し
て
差
別
の
解
放

を
な
し
と
げ
ま
し
ょ
う
。

(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部
)

掲
示
板

■
観
光
写
真
の作

品
募
集

区
観
光
協
会
で
は
、
区
内
の
各
所
、

史
跡
、
崑
黨
景
、
ま
た
は
、
商
業

ま
つ
り
、
納
涼
大
会
、
年
中
行
事
風

俗
、
四
季
の
季
節
感
な
ど
、
鴒
光
を

主
題
と
し
た
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
(
た
だ
し
過
去
一
年
以
内
の
作

品
)
。
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

サ
イ
ズ
ー
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
(
白
黒
・

カ
ラ
ー
共
)
締
切
り
I
十
一
月
十

五
日
(
水
)
発
霞
-
十
一
月
下
旬
　

く
わ
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
足
立

区
観
光
協
会
事
務
局
(
区
役
所
経
済

課
内
)
ま
た
は
、
区
内
写
真
材
科
商

業
組
合
加
盟
店
へ
ど
う
ぞ
。

■

卓

球

初

心

者

講

習

会
　

区

で

は

、

気
軽

に

楽

し

め
る

卓

球

の

初

心

者

講
習

会

を

開

催

し
ま

す

。

こ

の

機

会

に

卓
球

で

体

力

づ

く
り

を

始
め

ま

せ

ん
か

。

日
時
・
・
・
十
一
月
六
日
(
月
)
・
七
日
(

火
)
・
九
日
(
木
)
・
十
日
(
金
)
午
後

六
時
?
(
時
三
十
分
会
場
・
・
・
区
体

育
館
(
東
武
締
梅
鳥
駅
下
車
徒
歩
十

分
)
定
員
・
・
・
百
名
(
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
)
参
加
賢
格
・
・
・
区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
(
高
校
生
以
占

で
初
心
者
に
限
る
参
加
費
・
・
・
無
科
　

申
込
方
法
・
・
・
直
接
か
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
を
明

配
の
う
え
、
足
立
区
教
育
委
員
会
体

青
振
興
係
(
〒
匸
一
〇
足
立
区
千

住
伸
町
五
(
和
光
ピ
ル
内
)
へ
　

な
お

ヽ

当

日

は

、
運

助

の

し

や
す

い

服
装

で

、

上

は

き
と

ラ
ヶ
'

卜

を

ご

持
参

く

だ

さ

い

。

問

い

合

わ

せ

は

、
区

教

育

委
員

会

体

育

振
興

係

へ

ど

う

ぞ

。

青
色
申
告
特
別
勧
奨
期
間

十
月
十
六
日
～
十
一
月
十
五
日

足
立
税
務
署

(
(
(
上
【
二
四
】

西
新
井
税
務
暑

(
(
(
-
六
二
五
一

■

栄

養

教

室

保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
栄
養

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時―
十
月
二
十
五
日
・
十
一
月
一
　

日
・
(
日
・
十
五
日
・
二
十
二
日

・
二
十
九
日
(
六
日
閭
)
午
後
　
　

一
時
三
十
分
I

二
時
三
十
分

会
場―
東
和
保
健
相
談
所

受
講
料―
三
百
円
(
テ
キ
ス
ト
代
他
)

申
込
方
法
-
(
ガ
キ
か
電
話
で
ど
う
　

ぞ
定
a
一
二
十
五
名
(
定
員
に
な
り
次
　

第
締
切
り
)

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
は
、
東
和
保

健
相
談
所
(
〒
一
二
〇
足
立
区
東

和
四
上

○
-
三
　

六
〇
六
-
四

一
七
二
)

■
現
場
に
作
業
主
任
者
を

労
働
安
全
衛
生
法
が
、
こ
と
し
の

十
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
よ
る
と
殲
築
・
土
木

現
場
で
は
筰
業
主
任
者
"
が
い
な

い
と
、
足
場
・
型
わ
く
支
保
エ
・
土

留
め
・
地
山
の
堀
削
・
木
工
機
械
な

ど
の
作
業
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
件
に
つ
い
て
の
ご
相
岐
や
問

い
合
わ
せ
は
東
京
土
建
足
立
支
部
へ

足
立
区
弘
進
一
丁
目
三
六
-
二

(
(
六
一
四
一
【
】

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
出
張
相
談

日
時
―
十
月
二
十
六
日
(
木
)
午
後
　

一
時
?
四
時

場
所
―
区
役
所
第
二
庁
舎
会
議
室

内
容
―
職
業
相
談
・
職
業
紹
介
・
求
　

人
受
付

く
わ
し
く
は
、足
立
公
共
職
業
安

定
所
へ
　
(
(
二
-
一
二
一
一

■
中
小
企
業
動
労
者

レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
―
十
月
二
十
八
日
(
土
)
午
捨
　

六
時
?
七
時
半

会
場
―
足
立
動
労
福
祉
会
館
(
区
浤
　

育
館
隣
り
)

資
格
―
区
内
の
中
小
企
業
に
働
く
人

曲
名
―
S
L
と
民
謡
特
集

申
込
方
法
―
当
日
ま
で
に
一
括
ま
か
　

は
直
接
会
館
受
付
へ

申
込
先
―
足
立
勤
労
福
祉
会
館

足
立
ほ
中
央
本
町
一
-
】七
-
一
　
(

四
〇
-
二
五
二
五

■
事
業
所
統
計
調
査
の
お
礼
　

九
月
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ
た
調

査
に
あ
た
っ
て
は
、
調
重
員
の
ご
尽

力
と
、
区
内
各
事
業
所
の
ご
協
力
を

賜
わ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

近
日
中
に
は
、爾
査
結
果
が
ま
と

め
ら
れ
国
・
都
・
区
の
基
礎
賢
料
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
今
後
の
統
計
調
査
に
一
腫

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

祝電はお早めに… … 祝電は10日 前からうてる配達日時指定電報で T･Y200, 0

00


